
一般会計当初予算額は、前年度比10.4％増で過去最大！
（仮称）屋内グラウンドや三本木中学校等の
建設事業費が増大したことが大きな要因

（
介
護
保
険
事
業
）

質
　
問
　
第
８
期
介
護
保

険
事
業
計
画
策
定
に
伴
う

高
齢
者
一
般
調
査
と
は
。

答
　
弁
　
２
０
２
０
年
度

の
計
画
策
定
の
た
め
の
基

礎
調
査
と
し
て
、
65
歳
以

上
の
要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
な
い
高
齢
者
を
対
象

に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行

い
、
健
康
状
態
、
要
介
護

リ
ス
ク
等
の
さ
ま
ざ
ま
な

点
を
分
析
し
ま
す
。

（
病
院
事
業
）

質
　
問
　
病
院
事
業
費
用

の
薬
品
費
の
支
出
額
を
減

ら
せ
な
い
か
。

答
　
弁
　
が
ん
患
者
が
多

く
、
非
常
に
高
価
な
抗
が

ん
剤
が
必
要
と
な
る
た

め
、
去
年
と
比
べ
て
も
増

額
し
て
い
ま
す
。
交
渉
等

に
よ
り
、
で
き
る
だ
け
支

出
の
削
減
に
努
め
ま
す
。

質
　
問
　
２
０
２
０
年
度

に
耐
震
改
修
の
た
め
休
館

と
な
る
市
民
文
化
セ
ン

タ
ー
の
代
替
施
設
（
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
や

ト
ワ
ー
レ
等
）
で
は
、
予

約
可
能
時
期
が
３
か
月
前

か
ら
と
な
っ
て
い
る
。
不

便
な
の
で
、
市
民
文
化
セ

ン
タ
ー
と
同
様
に
１
年
前

か
ら
に
し
て
ほ
し
い
。

答
　
弁
　
４
月
に
市
民
文

化
セ
ン
タ
ー
の
利
用
団
体

等
を
対
象
に
開
催
す
る
説

明
会
で
、
代
替
施
設
の
利

用
に
つ
い
て
ご
意
見
を
伺

い
、
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

質
　
問
　
成
人
男
性
を
対

象
と
し
た
風
し
ん
抗
体
検

査
や
予
防
接
種
の
無
料
化

の
周
知
方
法
は
。

答
　
弁
　
対
象
と
な
る
男

性
に
ク
ー
ポ
ン
券
を
送
付

し
ま
す
。

質
　
問
　
人
気
料
理
研
究

家
に
よ
る
お
い
し
い
十
和

田
料
理
教
室
と
は
。

答
　
弁
　
人
気
料
理
研
究

家
を
講
師
に
し
て
十
和
田

産
食
材
を
活
用
し
た
料
理

教
室
を
開
き
、
講
師
や
受

講
者
の
方
に
食
材
の
魅
力

を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
発
信
し
て

い
た
だ
く
も
の
で
す
。

質
　
問
　
十
和
田
湖
温
泉

ス
キ
ー
場
に
植
栽
し
て
い

る
シ
バ
ザ
ク
ラ
の
花
が
見

頃
に
な
る
の
は
い
つ
か
。

答
　
弁
　
植
栽
か
ら
３
年

後
が
目
安
な
の
で
、
２
０

１
７
年
度
に
植
え
た
も
の

は
２
０
２
０
年
度
に
見
頃

を
迎
え
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

売
額
を
４
千
円
と
し
、
一

度
に
上
限
の
５
セ
ッ
ト

（
２
万
円
）
ま
で
購
入
し

な
く
て
も
い
い
よ
う
に
し

ま
す
。

質
　
問
　
疾
病
や
育
児
疲

れ
等
に
よ
り
精
神
的
に
児

童
の
養
育
が
困
難
と
な
っ

た
保
護
者
の
た
め
に
、
児

童
を
短
期
間
預
か
る
と
い

う
子
育
て
短
期
支
援
事
業

が
予
算
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
き
っ
か
け
は
。

答
　
弁
　
市
へ
の
相
談
の

中
に
、
支
援
が
必
要
な
事

例
が
あ
っ
た
た
め
で
す
。

質
　
問
　
入
湯
税
の
収
入

増
を
見
込
ん
だ
理
由
は
。

答
　
弁
　
焼
山
地
区
の
大

型
宿
泊
施
設
が
通
年
営
業

を
開
始
し
、
ま
た
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
の
利
用
客
が
増
え

て
き
て
い
る
た
め
で
す
。

質
　
問
　
市
街
地
循
環
バ

ス
等
実
証
運
行
事
業
の
バ

ス
の
運
行
経
路
は
、
平
成

30
年
度
と
違
う
か
。

答
　
弁
　
東
、
南
、
西
の

各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
ま
で
エ
リ
ア
を
拡
大
し
、

コ
ー
ス
も
変
更
し
ま
す
。

質
　
問
　
消
費
税
率
引
上

げ
の
影
響
緩
和
の
た
め
に

発
行
す
る
、
低
所
得
者
世

帯
向
け
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
の
販
売
額
が
２
万

円
と
高
額
だ
が
、対
応
は
。

答
　
弁
　
１
セ
ッ
ト
の
販

平成31年度の一般会計、特別会計、企業会計の各予算は
全議員で構成される予算審査特別委員会による審査の結果
全員異議なく可決すべきものと決定され、本会議で可決されました。

交
通
拠
点
の
整
備

　
市
民
生
活
の
利
便
性
向

上
の
た
め
交
通
タ
ー
ミ
ナ

ル
の
整
備
を
訴
え
ま
し
た
。

↓
基
本
計
画
の
策
定
が
開

始
さ
れ
ま
す
。

休
屋
地
区
で
の
証
明
書
等

の
交
付

　
窓
口
業
務
の
拡
充
を
訴

え
ま
し
た
。

↓
十
和
田
湖
郵
便
局
で
住

民
票
の
写
し
や
納
税
証

明
書
等
の
交
付
が
開
始

さ
れ
ま
す
。

焼
山
地
区
の
危
険
な
空
き

家
の
解
体
等

　
早
期
の
対
応
を
訴
え
ま

し
た
。

↓
危
険
箇
所
の
解
体
等
の

安
全
対
策
工
事
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

保
育
所
等
の
整
備
促
進

　
議
会
は
、
老
朽
化
施
設

の
整
備
推
進
を
求
め
る
請

願
を
採
択
し
ま
し
た
。

↓
緊
急
性
が
高
い
１
施
設

の
改
修
等
の
費
用
の
一

部
が
補
助
さ
れ
ま
す
。

み
ち
の
く
銀
行
旧
稲
生
町

支
店
跡
地
の
有
効
活
用

　
市
民
の
声
に
応
え
た
活

用
を
訴
え
ま
し
た
。

↓
跡
地
に
多
目
的
施
設
の

（
仮
称
）地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
が
整
備
さ
れ
ま
す
。

❸ ❷

一般会計当初予算の内訳（１万円未満は四捨五入）

新 年 度 予 算

354億8千万円を可決一般 会 計
当 初 予 算

市
民
の
代
表
で
あ
る
議
員
が
一
般
質
問
等
で
取
り

上
げ
た
こ
と
が
、
予
算
に
反
映
さ
れ
ま
し
た
。

みちのく銀行旧稲生町支店

子育て支援の充実を

休館予定の市民文化センター

特

別

会

計

一

般

会

計

企

業

会

計

予
算
審
査
特
別
委
員
会

　主
な
質
疑

その他
3億4,315万円
0.9％

商工費
13億2,911万円
3.7％農林水産業費

12億5,297万円
3.5％

消防費
22億5,927万円
6.4％

教育費
54億4,406万円
15.3％

土木費
27億8,918万円
7.9％

衛生費
30億7,720万円
8.7％

公債費
28億3,181万円
8.0％

市債
59億4,880万円
16.8％

市税
67億5,959万円
19.1％

繰入金
20億2,303万円
5.7％

依存
財源

自主
財源

258億4,356万円
72.8％

96億
3,644万円
27.2％

国・県支出金
90億5,476万円
25.6％ 地方交付税

92億7,100万円
26.1％

その他（依存財源）
15億6,900万円
4.3％

その他（自主財源）
8億5,382万円
2.4％

総務費
44億9,827万円
12.7％

民生費
116億5,498万円
32.9％

歳出歳入

答
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質
　問

答
　弁

質
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答
　弁

質
　問

答
　弁

質
　問

答
　弁

質
　問

答
　弁

質
　問

答
　弁

質
　問

答
　弁

質
　問

答
　弁

質
　問

答
　弁

質
　問


